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（２） 目標とその達成状況 

目標項目（指標の目安） 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値 

  

男性   ４．１％ ５．４％* ３．２％以下

5.1 多量に飲酒する人の減少 

(多量に飲酒する人の割合) 

女性   ０．３％ ０．７％* ０．２％以下

  

男性（中学３年）     ２６．０％ １６．７％ ０％

男性（高校３年）     ５３．１％ ３８．４％ ０％

女性（中学３年）     １６．９％ １４．７％ ０％

5.2 未成年者の飲酒をなくす 

(飲酒している人の割合) 

女性（高校３年）     ３６．1％ ３２．０％ ０％

  

男性         ５０．３％ ４８．６％ １００％

5.3 「節度ある適度な飲酒」の

知識の普及 

(知っている人の割合) 
女性         ４７．３％ ４９．７％ １００％

* 策定時のベースライン値を把握した調査と中間実績値等を把握した調査とが異なっている数値 

 

（３） 評価 

多量飲酒に関しては、策定時のデータと中間実績値で調査が異なるため、単純

に比較はできないが、国民健康・栄養調査のデータが得られた平成 15 年と平成

16 年とを比較するとほぼ変化が認められなかった。 

未成年者で飲酒している人の割合に関しては、中学３年生の男女、高校３年生

の男女いずれにおいても、低下していた。 

一方、「節度ある適度な飲酒」の知識普及については、男性は不変、女性はや

や上昇、全体では不変であった。 

継時的にみると、いずれの指標も追跡期間内に悪化はしておらず、未成年者の

飲酒については明らかな改善を示していた。 

 

 

６ 歯の健康 

（１） 目標設定と取組 

 歯の健康は、食物の咀嚼のほか、食事や会話を楽しむなど、生活の質を確保す

るための基礎となる重要な要素である。歯科保健の分野では、生涯にわたり自分

の歯を 20 歯以上保つことにより健全な咀嚼能力を維持し、健やかで楽しい生活

を過ごそうという 8020 運動が推進されており、この実現に向けた歯及び口腔の

健康増進の推進が必要である。  

目標は、歯の喪失防止と歯の喪失の原因となるう蝕及び歯周病の予防について


